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1.はじめに 

 産業廃棄物の処理方法が問題となっていることから，土木分野では産業廃

棄物の有効利用に関する研究が多く実施されている．特に様々なスラグを骨

材として有効利用する研究は多岐にわたり，その実用化への道筋も整えられ

つつある．本研究で使用するステンレススラグもその一環と位置づけられる．

このステンレススラグは年間 3万トン副産されており，これをコンクリート

の細骨材として有効利用することを想定し，ステンレススラグコンクリート

の基礎物性を実験により明らかにすることを目的とした． 

                                  

2.実験方法                                  図-1 含有成分 

(1)使用材料 

セメントは普通ポルトランドセメント(密度 3.15g/cm
3
)を使用し，    表-1 配合表(W/C=50%) 

細骨材は福岡県玄界灘長間礁沖産の海砂および T社産のステン

レススラグを用いた．このステンレススラグは，ステンレス鋼

の製造工程の一つである電気炉にて副産された溶融状態のスラ

グを凝固・冷却の後に一次破砕し，その後磁選，二次破砕，ふ

るいの工程で処理し粒度調整されたものである．その物理的性

質は，絶乾密度 3.04g/cm
3
 ，表乾密度 3.08g/cm

3，吸水率 1.53%，    表-2 配合表(W/C=55%) 

粗粒率 2.96 ，微粒分量 1.96%である．主成分は図-1に示す通

りであり，水と接触するとアルカリ性(pH=9~11)を示すという化

学的性質を有する． 

また，混和剤には AE 減水剤(フローリック SV)を使用した． 

(2)供試体作製方法 

表-1，2，3に配合表を示す．本研究では，スラグ置換率 0%の     表-3 配合表(W/C=60%) 

配合で試し練りを行い，そのスランプ及び空気量が目標範囲で

ある 12±2cm及び 4.5±1.5%を満たしているものについてスラ

グ置換率を変え，打設を行った．試し練りの結果，水セメント

比 50%，55%，60%のそれぞれで強度試験用の配合を決定した．

置換率は，0，30，60，100%の 4配合とした．供試体は，φ10

×20cmの円柱供試体とし，脱型は材齢 1日，20℃の水中養生後，

強度試験は材齢 28日で行った． 

(3)測定項目 

 各配合における，フレッシュ性状(スランプ試験，空気量試験，

ブリーディング試験(W/C=50%のみ))，強度試験(圧縮強度試験，

割裂引張強度試験)及び静弾性係数試験を行った．  

                                                           図-2 スラグ置換率とスランプ値の関係 
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3.実験結果 

スラグ置換率とスランプ値の関係を図-2に示す．スラグ置換

率が増加するとスランプは低下する傾向があることがわかる．

目視でもスラグ置換率が増加するとパサツキが生じる傾向があ

った．水セメント比が低くなるほどそれは顕著になり，水セメ

ント比 50%，55%におけるスラグ置換率 60%，100%については

再度試し練りを行い，目標スランプ(目標ワーカビリティー)の    図-3 スラグ置換率と空気量の関係 

範囲内になる よう配合を決定する必要がある． 

図-3にスラグ置換率と空気量の関係を示す．スラグ置換率を上

げると空気量が減少していることがわかる．  

図-4にスラグ置換率とブリーディング量との関係(W/C=50%)を

示す．スラグ置換率 0%，100%の場合について，ブリーディ               

ング量は比較的少ないが置換率 30%，60%の場合ではブリーディ                   

ング量が多い結果となった．置換率 30%，60%は海砂とスラグ 

の密度の違いからブリーディング量が多くなったと考えられる.      図-4 スラグ置換率 

図-5にスラグ置換率と引張強度の関係，図-6 にスラグ置換率と   ブリーディング量の関係(W/C=50%) 

と圧縮強度の関係を示す．スラグ置換率 0%，30%を比較すると

スラグ置換率 30%の方が引張強度，圧縮強度共に劣っている．

またスラグ置換率 60%，100%ではその圧縮強度に大きな差はな

い．  

図-7にスラグ置換率と静弾性係数の関係を示す．これも引張，     

圧縮強度と同じような傾向がみられる．以上のことから海砂の

みの場合に比べスラグを置換した場合の圧縮強度は低下する傾

向があり，スラグ置換率が増加するにつれてその差は小さくな  図-5 スラグ置換率と引張強度の関係  

ると推測される． 

                           

4.まとめ 

(1)スラグ置換率を増加させると，スランプ値，空気量ともに減

少する傾向がある． 

(2)ブリーディング量は，スラグ置換率が 30%，60%になると多

くなる． 

(3)引張強度，圧縮強度，静弾性係数は，スラグ置換率 30%になる 図-6 スラグ置換率と圧縮強度の関係 

と減少し，そこから 60%，100%と置換率が上がると増加していく    

傾向がある．   

今後の課題は，スラグ置換率を増加させるとスランプが低下    

するため，スラグ置換率を高くした場合の最適な配合を決定す

る必要がある．また，中長期耐久性の観点から性能設計照査を行

う必要がある．                           

図-7 スラグ置換率と静弾性係数の関係 
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